
第２期中野市子ども・子育て支援事業計画の中間見直しについて 

 

 

 子ども・子育て支援事業計画については、子ども・子育て支援給付に係る支給認定

を受けた保護者の認定区分ごとの人数が、計画に定める量の見込みと大きく乖離する

場合などにおいては、適切な基盤整備や事業の実施を行うため、計画期間の中間年を

目安として、必要に応じて本計画の見直しを行うこととされています。 

 

 ※令和３年４月１日時点の支給認定ごとの子どもの「実績値」と計画における「量 

  の見込み」が、10％以上乖離している場合 

 

  

一部10％以上乖離しているものの、全体的に大きく乖離している状況に

はなく、提供体制が確保できていることから、計画の見直しを行わない

こととします。 

 

 

「実績値」と「量の見込み」との比較 

（１）教育・保育事業 

①１号認定 

区分 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

量の見込み １５８ １５４ １５０ １５０ １４７ 

実績 １６２ １７１    

実績／見込 １０２％ １１１％    

 
②２号認定 

区分 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

量の見込み ８５０ ８３０ ８１０ ８０５ ７９０ 

実績 ８４２ ８１４    

実績／見込 ９９％ ９８％    

 
③３号認定 ０歳児 

区分 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

量の見込み ７７ ７５ ７３ ７２ ７０ 

実績 ６１ ５９    

実績／見込 ７９％ ７９％    

  
 ３号 １・２歳児 

区分 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

量の見込み ３８９ ３８３ ３７６ ３６７ ３５９ 

実績 ３９１ ３７２    

実績／見込 １０１％ ９７％    

 

資料１ 


